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ているんじゃないだろうな」

「分からないよ。子供のころに躾けられた“ス

タイル”というのは簡単には抜けない事もある

よ。本人もそれが親の躾けに縛られていること

だとは気がつかないだろうから厄介だね」

でき上がったコーヒーを純白のカップに入れて

差し出した。カップから登るコーヒーの湯気

が、紫の煙と重なって登っていく。私は煙草は

吸わないが、この景色は何時見ても絵になる。

「動かない人たちをどう動かすか。プロセス改

善の最大のテーマだね」

「昔は、しゃかりきになって動かそうとしたけ

ど、最近思うんです。そんなことをしても無駄

なのかなって」

「“無駄”ではないんだけどね。それにそのよ

うな“無駄”をやってくれる人がいるから、人

は変わっていく。ただ、“しゃかりき”が良く

ないかもね。“しゃかりき”にやられると、そ

の人たちも疲れるだろう」

「“無駄”が“無駄”ではないというのはどう

いう意味でしょうか」

「ちょっと分かりにくい表現をしちゃったか

な。そうだな、人が“変化”し始めるのはどう

いうときだろう」

「そうですね。そうしなければ仕事にならない

とき、それと、変化させようと思うときかな」

「良い線いっているね。現状でも何とかなって

いる状態なら、前者のケースは直ぐには期待で

きないね。そうなると後の方だね」

「そう思って、いろいろと誘っているのです

が」

「人の“内側”では、“変化した方が良い”と

いう声と、“今でも何とかなっているじゃない

の、それに今だって大変なのにこれ以上仕事が

増えたらもっと大変だよ”という声が戦ってい

て、どっちが強いかで行動になって現れる。動

かない人は後の壺の方が重いわけだ」

「私が、プロセスの改善の必要性を説い

て回っている状態は、前の方の壺に水を

足していることになるんですよね」

「そうだね。前の方の壺が重くなれば行動も変

わる。ただ問題は、説得の仕方によっては、後

ろの壺も重くしているということに気付く必要

がある」

「え、どうしてですか？　私は前の壺にしか水

を足していないつもりですが」

「う～ん、彼が善人であればあるほど起きる可

能性があるんだが、前に入るはずの水の一部が

伏流となって後ろの壺に回ることがある。必ず

起きるわけではないが、誘導の仕方によっては

このような伏流が起きる」

ここで彼は初めてじっと考え

込んだ。いい顔をしている。

カウンターの真ん中当りに視

線を固定させてじっと考えて

いよいよ２００２年もあと１週間で終わる。周

りの会社も実質的に正月休みに入っているよう

で、客も少なくなった。この店も、明日で正月

休みにはいるとするか。

「マスターこんにちわ」

「いらっしゃい。今日は早いね。まだ昼だよ」

「今日は午前中で片付けて、午後から休みには

いったところ」

「そういうことか。今年の最後に顔を出したっ

てわけね」

この客は、いつもは若いのを連れてくるが、今

日は１人だ。テーブルの手前に座って、ポケッ

トからたばこを取り出して黙って火を付けた。

青紫の煙がゆっくりと彼の顔の前を登る。

彼の目は１年を振り返っている。カウンターに

座って私と話したことや、若いエンジニアたち

がこの場で話したことを振り返っている。

そんな彼のしぐさを見ながら、私はいつもの

コーヒーを入れている。今日は私のお気に入り

の純白のカップにしてやろう。

「今年も無事に終わりますか」と、話しのきっ

かけを作ってみた。

「そうですね。プロセスの改善だのＣＭ

Ｍだのって、騒がしい１年だったな。

もっとも、来年も続くけどね」

「取り組みはどうだった？」

「なかなか、思ったようには進まなくてね」

「そうだね。労働者の置かれている事情が他の

国と違うから、簡単には行かないと思うよ」

「１年やってみて、マスターのいう“違い”を

イヤというほど感じましたよ」

「それに、変化の初期の段階は“止まって”見

えるかも知れないね」

「変わろうとしているのか、本当に立ち止まっ

ているのか、疑いたくなるときがありますよ。

このままではダメだ、と口が酸っぱくなるほど

言い続けているのにね」

「そうやって言ってくれている間は、ある種の

“安心”みたいなものを感じているかも」

「“見捨てられていない”という安心感です

か？」

「そんなところだね。もちろん一部だけどね。

でもこのような人が１人いるだけで、他の人た

ちの変化の発酵を遅らせることもある」

「それはマスターの経験ですか」

「そう、これまで何人もそういう人を見てき

た。悪気じゃないんだけどね。どうしても能動

になり切れないんだね」

「それって、子供の時に、親がいろいろとうる

さく言っても動かないのと似ていない？」

「そうだね。部屋を片付けろとうるさく言われ

ても、放っておくと、結局、親が片付けてしま

う、というやつかね」

「そうです、プロセス改善、プロセス改善とう

るさく言われていても余り反応しない人がいる

んだけど、まさか、誰かがやってくれると思っ
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誰も現状のままで良いとは思っていない。負担を
解消する“時間の足し算と引き算”ができないた
めに、今まで着ていたコートを脱げないだけだ

いる。時々長く目を閉じて、自分と立場を入れ

替えてイメージしようとしている。

「それって“負担”ですか。プロセスの改善が

負担にならないことを理解していないと、改善

の必要性を強く感じる分だけ、気が重くなって

しまうかも知れません」

「そうだね。間違った形で管理プロセスを導入

しようとすると負担が増えてしまうが、取り組

みの順序を工夫すれば、やり直しの作業も減る

し、負担が減る。“時間の足し算と引き算”を

使って、最後の値がマイナスになることを説明

してあげることだね」

「プロセスを設計することによっても“負担”

は軽くなりますよね」

「その通り。先ず“現状”を表現してみて、無

駄な作業や効率の悪い作業順序を改善すること

で“負担”はだいぶ減るだろうね」

「こうすれば“伏流”は防げますかね」

といいながら、コーヒーをゆっくりと

啜っている。

「要するに、変わろうとする壺の方を重

くなるようにしてあげることだね」

彼はいま、この１年を振り返って、自分の説得

の仕方によって、どれだけ“伏流”が発生して

いたかを推量している。

「この天秤は“足す”だけしかできないので

しょうか」

突然、トーンを高くして私の顔を見た。

「現状維持の方の壺の水を抜くというのも“あ

り”ですよね」

「もちろん“あり”だよ。変化を早めようとす

れば、“変化の壺”の方に水を足しながら、

“現状維持の壺”から水を抜けばよい」

「“時間の足し算と引き算”は、現状維持の壺

から水を干上がらせる方法にもなりますよね。

世界の事情などのニュースも現状維持の壺の水

を抜くことになりますよね」

「そうだね」

「現状の生産性に関するデータや品質に関する

データをまとめて、現状の問題を認識しても

らったり、それが適切なレベルかどうかが分か

れば、変化の天秤のバランスを変えますよね」

「現状のデータを取るときの方法に注意が必要

だけど、基本的には、それらによって天秤のバ

ランスに影響を与えることはまちがいないと思

うよ」

「今年の取り組みの中で、ＱＡテスト以降のバ

グのデータと今回プロジェクトでのソースの生

産行は把握できています」

「あとは、全体の工数を集計すれば、最低限の

生産性データと品質データは手に入るね」

「レビューでの指摘件数も取り始めています

し、要求の仕様化にも取り組み始めているチー

ムがありますので、こここから変化を誘導する

データが作り出せそうです」

「そうやって“データ”で現状を表現すること

は、変化の天秤のバランスを変えるのに有効だ

と思うよ」

しばらくして

「きっと、現状で満足している人っていないん

ですよね」とぽつりとつぶやいた。　　■
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出
さ
れ
た
が
、
委
員
長
は
「
多
数
決
」
で

の
裁
決
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
委
員
長
職
を

辞
任
し
て
し
ま
っ
た
。

　
結
局
、
反
対
意
見
を
持
つ
二
名
が
退
席

し
、
残
っ
た
委
員
で
裁
決
す
る
と
い
う
始

末
で
あ
る
。
こ
こ
で
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
委
員
長
が
少
数
側
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
委
員
長
は
「
両
論
並
記
」

で
全
員
一
致
の
方
向
に
引
っ
ぱ
ろ
う
と
し

た
が
、
委
員
の
反
対
に
あ
っ
て
そ
れ
も
実

現
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
こ
の
種
の
委
員
会
の
結
論
の
一
部
が
、

委
員
長
の
考
え
と
一
致
し
な
い
状
態
で

あ
っ
て
は
ダ
メ
な
ん
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま

で
も
、
委
員
長
は
多
数
派
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
部
に
委
員
長
の

意
見
と
違
う
意
見
を
含
ん
だ
最
終
報
告
を

「
多
数
決
」
で
決
め
る
こ
と
は
屈
辱
な
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
委
員
長
の
見
識
、

あ
る
い
は
胆
識
が
問
わ
れ
る
瞬
間
で
は
な

い
の
か
。

　
「
国
会
を
通
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な

　
日
本
は
「
民
主
主
義
」
を

標
榜
し
て
い
る
国
で
あ
る
。

実
態
は
怪
し
い
と
こ
ろ
は
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
表
向
き

は
「
民
主
主
義
国
家
」
で
あ

る
。
民
主
主
義
の
議
決
方
法

は
「
多
数
決
」
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
国
会
の
各
委
員
会
や

本
会
議
も
多
数
決
で
決
め
て

い
る
。
多
数
決
と
は
「
五
〇

％
＋
一
」
で
案
件
を
決
定
す

る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
前
に
議
論
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
「
議
論
を
尽
く
す
」

と
い
う
状
態
も
、
ま
た
日
本
で
は
厄
介
な

こ
と
で
あ
る
。
議
論
と
い
う
の
は
「
説

得
」
を
伴
う
行
為
で
あ
っ
て
、
言
い
っ
放

し
の
場
で
は
な
い
。
相
手
の
考
え
の
不
足

を
指
摘
し
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
納
得

し
て
も
ら
う
た
め
の
場
で
あ
り
、
手
段
で

あ
る
。
お
互
い
に
自
分
の
考
え
が
正
し
い

と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
お
互
い
に
相
手
を

説
得
し
に
か
か
る
。
こ
の
時
大
事
な
こ
と

は
、
相
互
に
説
得
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
的

に
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
の
議
論
は
、
ほ
と

ん
ど
が
「
自
己
主
張
」
に
な
っ
て
い
て
、

説
得
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
「
屈
辱
」
で
あ
り
「
敗
北
」
と
受

け
止
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
後
で
し
こ
り
が

残
る
。
双
方
が
主
張
す
る
考
え
が
、
と
も

に
同
じ
状
況
に
お
い
て
優
劣
を
つ
け
が
た
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
必
ず
、
ど
ち
ら
か
を

優
先
す
る
た
め
の
判
断
基
準
を
持
ち
込
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
相
手
を
説

得
す
る
。
逆
に
、
相
手
の
意
見
に
道
理
が
あ

る
と
判
断
す
れ
ば
、
説
得
さ
れ
る
こ
と
に
躊

躇
は
要
ら
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
人
が
こ
の
よ
う
に
物

分
か
り
の
よ
い
人
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
か
ら
推
さ
れ
て
い
る
人
の

場
合
は
、
自
分
だ
け
の
考
え
で
行
動
で
き
な

い
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
決
着
し
な
い
と
い
う
の
で
「
多

数
決
」
と
い
う
手
段
を
持
ち
込
ん
だ
。
多
く

の
人
が
そ
の
考
え
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う

の
で
、
政
策
の
順
序
を
こ
れ
で
決
め
る
の
で

あ
る
。
も
し
、
自
分
た
ち
の
考
え
が
正
し
い

（
あ
る
い
は
、
優
先
す
る
こ
と
が
適
切
）
だ

と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
支
持
者
を
増
や
し

た
り
、
「
多
数
意
見
」
を
形
成
す
れ
ば
よ

い
。
民
主
主
義
と
い
う
の
は
、
多
数
意
見
や

「
優
れ
た
も
の
」
を
優
先
す
る
考
え
を
背
景

に
持
っ
て
い
る
。
そ
の
手
段
が
「
多
数
決
」

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
政
治
の
場
で
は
、
こ

の
よ
う
な
手
段
が
な
け
れ
ば
、
何
も
決
定
で

き
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
先
の
道
路
公
団
の
民
営
化
委
員
会
で
、
最

終
報
告
書
を
ま
と
め
る
際
に
不
思
議
な
光
景

を
見
た
。
案
件
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
意
見

は
一
致
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
全
員
の

意
見
が
一
致
し
な
い
と
い
う
の
で
、
委
員
の

中
か
ら
多
数
決
で
の
裁
決
を
求
め
る
動
議
が

音音

　
戦
後
、
「
自
由
」
を
教
育

の
場
に
持
ち
込
ん
だ
と
き
、

代
わ
り
に
「
道
徳
」
を
窓
か

ら
捨
て
た
。
そ
の
た
め
、
子

供
た
ち
は
、
人
と
し
て
の
正

し
さ
を
判
断
す
る
術
を
身
に

付

け

る

機

会

を

失
っ

た
。
そ
し

て
彼
ら
が

親
と
な
っ
た
と
き
、
家
庭
か
ら
「
道

徳
」
は
消
え
た
。
そ
の
結
果
は
、
「
身

の
毛
の
よ
だ
つ
子
供
た
ち
に
成
長
し
つ

つ
あ
る
」
（
「
国
民
の
道
徳
」
西
部

邁
）
状
態
に
な
っ
た
。

　
戦
後
の
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
は
既

に
六
〇
歳
に
達
し
て
い
る
。
文
化
価
値

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
裁
判
所
が
保
存

命
令
を
出
し
た
校
舎
を
壊
そ
う
と
す
る

町
長
た
ち
も
い
る
。
自
分
の
利
益
の
為

に
は
、
そ
こ
が
子
供
の
教
育
の
場
で
あ

ろ
う
と
関
係
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
街
を
歩
い
て
い
て
も
、
車
を
走
ら
せ

て
い
て
も
、
人
と
し
て
の
心
地
よ
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

時
々
は
見
か
け
る
が
、
ま
る
で
一
服
の

清
涼
剤
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る

の
は
寂
し
い
限
り
だ
。

い
」
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
考
え
か
ら
、

「
両
論
並
記
」
の
形
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た

委
員
長
の
行
動
は
、
厳
し
い
言
い
方
だ
が
、

私
に
は
「
傀
儡
委
員
長
」
と
し
か
見
え
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
「
両
論
並
記
」
と
い
う
ず
る
い
や
り
方
は

昔
は
な
か
っ
た
。
今
か
ら
二
五
年
ほ
ど
前
に

中
央
の
役
人
た
ち
が
考
え
出
し
た
「
妙
案
」

で
あ
る
。
正
確
に
は
「
何
時
か
ら
」
か
覚
え

て
い
な
い
が
、
あ
る
時
、
議
論
が
白
熱
し
意

見
を
集
約
す
る
こ
と
が
困
難
な
委
員
会
が

あ
っ
て
、
そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
「
両
論
並

記
」
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー

ス
に
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
は
今
で
も
記
憶

し
て
い
る
。
偶
然
な
の
か
、
最
初
か
ら
役
人

た
ち
が
狙
っ
た
こ
と
な
の
か
分
か
ら
な
い

が
、
こ
れ
以
来
、
「
両
論
並
記
」
が
一
般
的

な
形
に
な
り
、
代
わ
り
に
、
「
多
数
決
」
は

少
数
意
見
を
抹
殺
す
る
非
民
主
主
義
的
な
方

法
と
し
て
封
印
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
「
両
論
並
記
」
の
形
で
委
員
の
メ
ン
ツ
を

保
ち
な
が
ら
、
内
実
は
、
役
人
た
ち
が
最
後

ま
で
主
張
し
続
け
た
少
数
意
見
で
法
制
化
を

進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
、
報
告
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
一
つ
の
結
論
だ
か
ら
文
句
は
な
い

し
、
族
議
員
も
裏
で
動
い
て
い
る
の
で
確
実

に
国
会
は
通
る
。

　
こ
う
し
て
日
本
の
政
治
は
二
五
年
間
、
官

僚
と
そ
れ
に
便
乗
し
た
族
議
員
が
思
う
ま
ま

に
や
っ
て
来
た
。
そ
の
ツ
ケ
の
象
徴
が
「
高

速
道
路
」
で
あ
り
「
郵
政
」
で
あ
る
。
「
景

気
対
策
」
と
い
う
催
眠
剤
を
ま
い
て
、
税
収

が
五
〇
兆
円
に
満
た
な
い
の
に
、
毎
年
八
〇

兆
円
を
越
え
る
予
算
を
立
て
て
平
気
で
居
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
も
作
っ
た
。

　
　
　
　
　
＋
　
×
　
＋

　
今
回
の
高
速
道
路
の
民
営
化
委
員
会
は
、

全
て
公
開
で
実
施
さ
れ
た
し
、
最
後
は
多
数

決
と
い
う
民
主
主
義
の
裁
決
手
段
を
使
っ
て

決
め
た
し
、
「
両
論
並
記
」
も
回
避
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
は
沢
山
あ
る
委
員
会
や
審
議
会

の
中
の
「
た
っ
た
一
つ
」
で
あ
る
。
こ
れ
が

二
つ
に
な
り
三
つ
に
な
っ
て
い
く
と
き
、
日

本
は
再
生
す
る
と
信
じ
て
い
る
。
　
　
◆

今月の一言

「
道
徳
の
荒
廃
の
上
に
は
何
も
の
を
も
建
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
　
（
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ル
ガ
ン
）

　
た
し
か
に
、
生
活
が
成
り
立
つ
か
ど

う
か
と
い
う
時
に
、
「
道
徳
」
な
ん
て

腹
の
足
し
に
は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
、
そ
こ
で
執
る
行
動
は
違
っ

て
く
る
。
人
の
共
感
を
刺
激
す
る
方
法

で
生
活
を
立
て
よ
う
と
す

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ

れ
が
「
仕
事
」
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
荒
廃
し

た
道
徳
は
、
人
に
恐
怖
を
与
え
る
だ
け

だ
。
近
年
、
デ
フ
レ
の
進
行
で
仕
事
に

就
け
な
い
若
者
が
溢
れ
、
無
業
者
が
六

〇
万
人
も
居
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
都
会
の
人
ご
み
は
恐
く
て
歩
け
な
く

な
っ
た
。

「多数決」は民主主義の
  原則ではなかったか？


